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【短報】下甑島のカミキリムシ
筆者の一人，大林は 2013 年 5 月 25 ～ 26 日に大

阪在住の安藤清志，兵庫在住の林靖彦両氏と鹿児
島県の下甑島を訪れ，正味で約一日半の採集をす
る機会を得た．帰路，第二筆者の森宅に立ち寄っ
た大林は，森が現在鹿児島県のカミキリムシのリ
スト（森，1988 の改訂版）を準備中であることを
知り，今回の採集品のデータを記録しておくこと
とした．「*」は，森（1988）および大林・新里（2006）
などに記録がなく，森の最新のリストでもこれま
で下甑島から未記録と思われる種である．採集者
は，大林，安藤，林の 3 名で，標本は大林が保管
している．

1．チャイロヒメハナPidonia  (Mumon) aegrota 
argrota (Bates, 1884)：2♂♂．

2．ニンフホソハナParastrangalis nymphula (Bates, 
1884)：1♂, 1♀．（色彩は南九州タイプで，♀
は上翅の黒色斑がよく発達する．また触角は
第9～10節が黄白色で，第8節は雌雄ともに先

端部を除いて大部分が黒色である．）
3．ホソハナLeptostrangalia hosohana (Ohbayashi, 

1952)：2♂♂．
4．ウスアヤBumetopia japonica japonica (Thomson, 

1868)：2♂♂, 7♀♀．
5．アトモンチビSybra (s. str.) oshimana Breuning, 

1958：17♂♂, 6♀♀．
6．シロオビチビSybra (Sybrodiboma) subfasciata 

subfasciata (Bates, 1884)：1♂, 1♀．
7．ドウボソPseudocalamobius japonicus (Bates, 

1873)：2♂♂, 1♀．（大林・新里（2006）の本
種の学名，P. japonicaは誤記．）

8．トガリシロオビサビPterolophia (s. str.) caudata 
(Bates, 1873)：3♂♂, 2♀♀．（上翅の白色帯が明
瞭で九州本土の個体とは明瞭に区別出来る．）

9．ワモンサビPterolophia (Hylobrotus) annulata 
(Chevrolat, 1845)*：2♂♂, 2♀．

10．コシキハネナシサビPterolophia (Pseudale) 
koshikijimana Makihara, 2006：3♂♂, 11♀♀．
（下甑島唯一の特産種で，海岸近くより山中

図1–7．下甑島産カミキリムシ．1，ニンフホソハナ♂；2，同♀；3，トガリシロオビサビ♂；4，コシ
キハネナシサビ♂；5，同♀；6，サツマヒメヒゲナガ♂；7，コシキジマセミスジコブヒゲ♀．
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により多く見られた．体型や上翅の斑紋は特
徴的である．）

11．サツマヒメヒゲナガMonochamus  ( s .  s t r. ) 
subfasciatus meridianus Hayashi, 1955：1♂, 1♀．
（大林・新里（2006）では，原名亜種で記録
されているが，上翅の斑紋は南九州亜種の特
徴を示す．）

12．ニセビロウドAcalolepta sejuncta sejuncta (Bates, 
1873)：1♂．

13．ヤハズUraecha bimaculata bimaculata Thomson, 
1864*：3♂♂, 2♀♀．

14．コシキジマセミスジコブヒゲRhodopina lewisii 
koshikijimana Komiya, 1984：1♀．（甑島特産亜
種．♂が採集出来なかったが，♀の触角も11節
で，疑似12節は認められない．）

15．ヒトオビアラゲRhopaloscelis unifasciatus 
Blessig, 1873：1♂, 1♀．

16．アトモンマルケシExocentrus lineatus Bates, 
1873：1♀．

17．シマトゲバRondibi l is  insularis  (Hayashi , 
1962)*：2♀♀．

18．リュウキュウルリボシGlenea (s. str.) chlorospila 
chlorospila Gahan, 1897*：6♂♂, 5♀♀．

19．シラホシGlenea (s. str.) relicta relicta Pascoe, 
1868：7♂♂, 5♀♀．
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【短報】久米島からオキナワマメデオキノコムシの
採集記録

日 本 産 ハ ネ カ ク シ 科 デ オ キ ノ コ ム シ 亜 科 に 
Baeocera 属（マメデキノコムシ属）というグルー
プがある．体が小さいというよりは丸っこいとい
う形態的特徴から命名されたかと推察する．デオ
キノコムシはどれもこれも体の隆起が強く，全体
として丸みを帯びている属が多いが，マメデオキ
ノコムシ属はとくにその傾向が強い．

日本からはマメデオキノコムシ属は 9 種が知ら
れる（Ogawa & Löbl, 2013）．うち，オキナワマメ
デオキノコムシ B. caliginosa Löbl, 1984 は沖縄本島，
九州，台湾から記録があるが（保科 , 2010; Löbl, 
2012），筆者は本種未記録の久米島より１個体を落
ち葉ふるいにて採集したので，本稿にて報告する．

1♂, 久米島だるま岳 , 19. iii. 2013, H. Hoshina leg. 
菌類に集まるデオキノコムシの主要な採集方法

はビーティングであるが，落ち葉ふるいも侮れな
い．立ち枯れの丸太にはアリが営巣することが多
い琉球では，むしろ落ち葉ふるいの方が採集方法
として効果的ともいえる．
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本 書 は “World of Animal 25: Insects and Other 
Invertebrates”（Ken Preston-Mafham 2012 年　
Brown Bear Book Ltd）の訳本であり，本学会員の
お二人が訳されている．迫力ある生態写真と共に
23 の科について解説が行われており，文章もで

きるだけ平易に書かれていることからも，一般の
方が甲虫を俯瞰するときには最適の本となってい
る．生態写真とともに解説されている生態学的ト
ピックの中には，最近の研究で明らかにされた興
味ある生態について書かれたものもあり，それら
が平易に解説されているところも本書の魅力の 1
つである．あえて難を言えば，それらのトピック
の根拠となる参考文献が示されていればより便利
であったが，それは一般向けかつ訳本である本書
に望むのは無理かも知れない．

（愛媛大学ミュージアム　吉富博之）
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